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六
月
は
梅
雨

の
季
節
だ
。
こ

の
時
期
、
雨
が

多
く
て
気
も
重

く
な
る
。
と
は

い
え
、
雨
が
降

ら
な
く
て
も
、

農
作
物
の
収
穫

や
ダ
ム
の
水
位
に
影
響
が
生

じ
、
こ
れ
も
困
る
▼
と
こ
ろ

で
、「
梅
雨
（
つ
ゆ
）」
と
い
え

ば
、
以
前
か
ら
そ
の
名
称
が
気

に
な
っ
て
い
た
。
調
べ
て
み
る

と
、
ま
ず
、
漢
字
の
語
源
は
、

中
国
の
言
葉
「
バ
イ
ウ
」
に
あ

る
よ
う
だ
。
揚
子
江
流
域
で
、

梅
の
実
の
熟
す
時
期
に
雨
期
が

あ
る
た
め
、
梅
雨
と
呼
ば
れ

る
。
ま
た
、
訓
読
み
の
「
つ

ゆ
」
の
語
源
は
、
葉
な
ど
に
降

り
る
「
露
」
に
あ
る
と
い
う
。

梅
は
、
冬
か
ら
春
先
ま
で
の
厳

寒
の
中
も
咲
き
続
け
、
長
雨
の

中
で
実
を
結
ぶ
。
中
国
で
は
、

古
来
よ
り
、
梅
の
姿
を
心
に
秘

め
た
忍
耐
に
な
ぞ
ら
え
て
き
た

▼
ひ
る
が
え
っ
て
、
関
大
生
が

梅
雨
の
時
期
に
ど
う
過
ご
し
て

い
る
か
気
に
な
っ
た
。
四
回
生

は
就
職
活
動
で
厳
し
い
ら
し

く
、「
も
う
就
職
活
動
は
や
め

た
」
な
ど
諦
め
の
声
も
小
耳
に

挟
む
。
こ
の
時
期
、
多
く
の
学

生
が
試
練
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
だ
が
、
彼
（
彼

女
）
ら
に
も
必
ず
収
穫
期
が
来

る
。
そ
の
時
を
信
じ
て
、
こ
の

時
期
は
梅
の
よ
う
に
忍
耐
強
く

過
ご
し
て
ほ
し
い
。

（
片
岡

進
）

大
阪
で
は
初
等
中
等
は
盛
ん
で
も
、
高
等
教
育
は
盛
ん

で
な
く
、
そ
の
証
拠
に
は
、
こ
こ
に
唯
一
の
私
立
大
学
た

る
関
西
大
学
が
東
京
に
い
く
つ
も
あ
る
私
立
大
学
と
等
し

い
く
ら
い
で
あ
る
が
、
余
り
大
き
な
顔
が
出
来
そ
う
も
な

い
。
東
京
の
大
き
な
私
立
大
学
は
政
府
の
力
を
借
り
ず
、

随
分
政
府
に
い
じ
め
ら
れ
た
が
、
あ
れ
迄
に
発
達
し
て
お

り
、
大
阪
の
方
は
そ
れ
程
い
じ
め
ら
れ
ず
に
発
達
が
遅
い

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

私
立
は
幾
多
教
員
の
内
職
所
、
民
間
の
不
平
連
を
養
う

所
と
思
わ
れ
、
随
分
い
じ
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
国
力
の
増

進
に
伴
い
、
政
府
は
漸
く
私
立
も
官
立
同
様
に
な
り
得
る

と
考
え
つ
き
、
終
に
大
学
令
の
下
、
官
公
私
の
区
別
な

く
、
相
当
の
設
備
あ
る
も
の
は
許
す
こ
と
に
な
っ
た
。

関
西
大
学
も
そ
う
な
る
日
は
遠
く
な
い
が
、
遠
く
な
い

に
決
ま
っ
て
い
る
と
し
、
官
立
と
同
じ
に
な
り
さ
え
す
れ

ば
よ
い
の
か
。

或
る
建
物
に
何
年
か
を
費
す
の
は
中
世
期
頃
の
教
育
法

で
あ
る
。
今
の
よ
う
に
印
刷
物
や
通
信
が
自
由
で
、
電

信
、
電
話
、
様
々
の
設
備
が
あ
る
時
代
に
、
中
世
期
の
如

く
或
る
建
物
の
中
で
人
を
容
れ
一
定
の
年
数
を
費
す
の
は

時
代
錯
誤
も
甚
し
い
。

関
西
大
学
は
大
阪
の
必
要
、
関
西
地
方
の
必
要
を
認
め

て
出
来
上
が
り
発
達
す
る
ら
し
い
。
そ
れ
は
結
構
で
あ
る

が
、
大
阪
は
こ
れ
迄
の
官
設
の
帝
国
大
学
と
違
い
、
外
か

ら
拵
え
て
く
れ
る
の
を
頼
ま
ず
、
自
分
で
身
体
の
力
を
伸

ば
す
と
共
に
、
精
神
の
力
を
伸
ば
し
、
段
々
と
伸
ば
し
て

最
上
に
達
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
捨
て
て
置

い
て
も
百
年
二
百
年
す
れ
ば
な
る
の
だ
が
、
そ
う
長
い
間

か
か
る
の
は
大
阪
人
の
面
目
で
な
く
、
も
う
少
し
何
と
か

出
来
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

関
西
大
学
が
大
学
令
に
よ
り
設
立
認
可
さ
れ
、
法
学

部
、
商
学
部
と
大
学
予
科
を
設
置
し
た
の
は
大
正
十
一
年

六
月
五
日
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
八
十
年
。

三
宅
雪
嶺
の
疑
問
や
助
言
は
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
た
古
証

文
で
し
か
な

い
と
一
笑
に

付
し
て
よ
い

も
の
か
ど
う

か
。

（
法
学
部教

授
）

大
正
十
年
十
二
月
十
一
日
、
大
阪
中
之
島
の
中
央
公
会

堂
で
の
関
西
大
学
創
立
三
十
五
周
年
記
念
講
演
会
に
臨
ん

だ
三
宅
雄
二
郎
（
初
め
の
名
は
雄
次
郎
。
雪
嶺
と
号
す
。
一
八
六

〇
―
一
九
四
五
）
の
演
題
は
「
外
よ
り
観
た
る
大
阪
教
育
」
で

あ
っ
た
。

「
三
宅
雄
次
郎
。『
其
の
文
は
即
ち
竪
板
に
水
、
其
の
弁

は
即
ち
横
板
に
�
』」、「
し
か
も
三
宅
は
好
ん
で
演
壇
に
立

ち
、
訥
弁
の
雄
弁
を
も
っ
て
称
せ
ら
れ
た
。
明
治
・
大
正

・
昭
和
を
通
じ
て
の
言
論
界
の
巨
人
は
、
こ
の
人
で
あ
っ

た
」（
森
銑
三
『
史
伝
閑
歩
』
昭
和
６０
年
９
月
２０
日
、
中
央
公
論

社
）
が
、
こ
の
日
の
講
演
記
録
は
、
明
治
四
十
年
一
月
一
日

の
創
刊
以
来
、
雪
嶺
自
ら
主
筆
を
務
め
た
「
日
本
及
日
本

人
」
第
八
二
七
号
（
大
正
１１
年
１
月
１５
日
）
と
関
西
大
学
学
友

会
雑
誌
「
関
西
論
叢
」
第
八
巻
第
一
号
（
非
売
品
、
大
正
１１
年

２
月
７
日
。
上
と
左
の
写
真
の
初
出
掲
載
誌
）
の
二
誌
に
掲
載
さ

れ
た
き
り
で
あ
る
。

い
ま
な
お
傾
聴
に
あ
た
い
す
る
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で

要
約
す
る
と
こ
ん
な
ふ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

帝
国
大
学
令
、
高
等
中
学
校
令
な
ど
が
出
た
明
治
十
九

年
、
教
育
に
冷
淡
な
大
阪
で
関
西
大
学
が
種
を
蒔
き
、
芽

を
出
し
、
伸
び
方
は
遅
い
け
れ
ど
も
確
か
に
伸
び
て
い

る
。

創立三十五周年記念講演会（壇上は三宅雄二郎）

山野 博史

前列左から四人目が三宅雄二郎
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面
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水
路
８００
�
自
由
形
で
世
界
新
記
録
樹
立

―
山
田
沙
知
子
さ
ん
に
聞
く

４
・
５
面

３００
号
記
念
特
集
―
関
大
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

６

面

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

夏
期
集
中
コ
ー
ス
・
後
期
開
講
講
座
案
内

８

面

関
大
生
Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ

�������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


	　＜＜　１面　＞＞
	古人の声に耳を澄ます（山野博史教授）
	千里眼

